
令和７年度 一ツ葉高等学校 学校関係者評価結果 
 

令和７年度の学校自己評価結果に基づき、学校関係者評価を実施しました。学校関係者評価では、保護者、

地域関係者、教職員等から意見をいただき、本校の教育活動、学校運営の成果と課題、今後の改善方針につ

いて確認を行いました。 

 

【１ 学校自己評価の概要】 

・対象者：生徒、保護者、教職員 

・方法：Google フォームによるアンケート 

・実施時期：令和８年３月 

 ※前期卒業生については令和７年９月に実施 

・評価方法：５段階評価および自由記述による回答 

 

【２ 学校関係者評価の実施概要】 

・実施日：令和８年３月２７日 

・実施方法：学校自己評価結果をもとに、資料確認および意見聴取を実施 

・評価者数：計１５名 

 保護者代表 ６名 

 地域関係者 ３名 

 教職員 ６名 

 その他学校関係者 １名 

・評価内容：学校運営、学習指導、卒業指導、生活指導、進路指導、特別活動について、自己評価結果の妥

当性、成果と課題、今後の改善方針を確認した。 

 

【３ 学校自己評価結果】 

＜学校運営＞ 4.27 

指導の個別性やスクールミッション・スクールポリシーに基づく学校運営について、一定の評価が得られま

した。生徒一人ひとりの状況に応じた柔軟な対応や、画一的ではない教育活動について理解が広がっていま

す。一方で、ソーシャルスキル学習の意義や教育方針について、保護者や教職員へのさらなる周知と共通理

解が必要です。 

＜学習指導＞ 4.27 

AI教材やオンライン学習の活用について評価が得られました。添削指導や面接指導を通して、生徒の学習

状況に応じた支援が行われています。一方で、一部の生徒については課題提出が目的化し、主体的に学ぶ姿

勢の定着に課題が見られました。今後は、生徒が学ぶ目的を理解し、自ら学習に向かえるような指導の充実

が必要です。 

＜卒業指導＞ 4.47 

卒業率 99％を達成し、卒業に向けた支援体制について高い評価が得られました。教職員と生徒・保護者と

の日常的な関係づくりが、安定した卒業指導につながっています。一方で、自分から相談することが苦手な

生徒への早期の声掛けや、卒業後の進路を見据えた支援のさらなる充実が求められます。 

＜生活指導＞ 4.00 

安心して学校生活を送ることができる環境について、一定の評価が得られました。ソーシャルスキル学習を

通して、他者への配慮や場面に応じた行動を意識できる生徒が増えています。一方で、SNS等をめぐるトラ

ブル予防や、家庭への情報共有については、さらに内容を充実させる必要があります。 

＜進路指導＞ 4.33 

大学・専門学校進学を目指す生徒への面談や学習支援について、高い評価が得られました。進路が明確でな

い生徒に対しても、面談を通して方向性を一緒に考える支援が行われています。一方で、就職希望者への体

系的な支援や、第一志望合格を目指す生徒への早期支援について、さらに整備が必要です。 



＜特別活動＞ 4.20 

地域との交流や体験活動について高い評価が得られました。特に、山都町の地域住民との交流や、地域の自

然・文化に触れる活動は、生徒にとって貴重な学びの機会となっています。一方で、体験活動を行うだけで

なく、事前学習、グループワーク、振り返り、発表等を組み合わせ、学習効果を高める工夫が求められま

す。 

＜生徒指導・いじめ防止＞ 

大事案およびいじめトラブルは 0件であり、未然防止と早期発見に向けた取組は一定の成果を上げていま

す。 

 

【４ 学校関係者による主な意見】 

＜保護者代表からの意見＞ 

・進路支援に安心感があり、面談や相談を通して子どもの将来を一緒に考えてもらえている。 

・教職員の対応が丁寧で、安心して子どもを任せられる学校であると感じている。 

・学校生活の様子が定期的に共有されることで、家庭でも子どもの成長を感じることができている。 

・一方で、ソーシャルスキル学習や特別活動でどのような力が育っているのか、家庭にもより分かりやすく

伝えてほしい。 

 

＜地域関係者からの意見＞ 

・地域交流の継続により、生徒と地域のつながりが深まっている。 

・スクーリングや特別活動を通して、生徒が山都町の自然や文化に触れる機会があることは意義がある。 

・今後は、地域の高齢者だけでなく、地域の若い世代や地元高校等との交流も検討してほしい。 

・地域に所在する学校として、今後も山都町との関わりを大切にしてほしい。 

 

＜教職員からの意見＞ 

・個々の生徒の状況に応じた柔軟な対応ができている一方で、対応方法を教職員間でさらに共有する必要が

ある。 

・キャンパス間、本校との情報共有をより円滑にし、どの施設でも一定水準の支援が行える体制を整えた

い。 

・生徒指導、進路指導、学習指導について、担任個人に依存しすぎない仕組みづくりが必要である。 

・SNSトラブルや心理面に不安を抱える生徒への対応について、研修や教材の充実が必要である。 

 

【５ 学校関係者評価のまとめ】 

学校関係者からは、本校が生徒一人ひとりの状況に応じた柔軟な支援を行っていること、卒業に向けた支援

体制が整っていること、進路支援や地域交流に一定の成果が見られることについて評価がありました。 

 

特に、通信制高校の特性を生かし、生徒の状況に応じて学習方法や登校、相談の仕方を柔軟に調整している

点は、本校の強みであると確認されました。また、山都町でのスクーリングや地域交流を通して、生徒が日

常の学習だけでは得られない経験を積んでいることについても、肯定的な意見がありました。 

 

一方で、以下の点については今後の課題として確認されました。 

・ソーシャルスキル学習の内容や成果を、保護者へより分かりやすく伝えること 

・教職員間、本校と学習等支援施設間の情報共有をさらに強化すること 

・SNSトラブル防止や生活指導に関する教材を継続的に見直すこと 

・就職希望者への支援を体系化すること 

・相談が苦手な生徒も早期に支援につながる体制を整えること 

・地域交流や特別活動について、体験後の振り返りや発表の機会を充実させること 

 



【６ 今後の改善に向けた取組】 

 

学校関係者評価で確認された意見を踏まえ、次年度以降、以下の取組を進めます。 

 

1 教職員研修の充実 

生徒理解、学習指導、進路指導、生徒指導、SNSトラブル対応等に関する研修を継続し、教職員間の共通理

解を深めます。 

 

2 ソーシャルスキル学習の周知 

ソーシャルスキル学習の目的、内容、生徒の成長につながる点について、保護者にも分かりやすく伝える資

料や機会を整えます。 

 

3 相談体制の強化 

対面、電話、オンライン、チャット等、複数の相談経路を確保し、生徒が相談しやすい体制を整えます。ま

た、相談を待つだけでなく、教職員からの定期的な声掛けを行います。 

 

4 進路指導体制の整備 

大学・専門学校進学支援に加え、就職希望者への支援についても、求人情報の確認、履歴書・志望理由書作

成、面接練習等を体系的に実施できる体制を整えます。 

 

5 本校と学習等支援施設の連携強化 

生徒情報、学習状況、面談内容、進路希望等について、本校と各学習等支援施設が適切に共有し、継続的な

支援につなげます。 

 

6 地域連携・特別活動の充実 

山都町の地域資源を生かした活動を継続するとともに、事前学習、グループワーク、振り返り、発表等を取

り入れ、体験を学びにつなげる活動へ発展させます。 

 

【７ おわりに】 

 

本評価結果は、学校自己評価および学校関係者からの意見を踏まえ、本校の教育活動の成果と課題を整理し

たものです。今後も、保護者、地域関係者、教職員等との連携を大切にしながら、生徒一人ひとりが安心し

て学び、卒業後の進路実現につながる教育活動の充実に努めてまいります。 

 

令和８年４月３日 

一ツ葉高等学校 

  



令和７年度 一ツ葉高等学校 学習等支援施設 学校関係者評価結果 
 

令和 7年度の学校自己評価および学習等支援施設の自己評価結果に基づき、各学習等支援施設における学校

関係者評価を実施した。評価にあたっては、施設環境、学習支援、生徒支援、保護者対応、本校との連携等

について確認し、成果と課題、今後の改善方針を整理した。 

 

【学校関係者評価の実施概要】 

・実施日：令和８年３月２７日 

・実施方法：学校自己評価結果をもとに、資料確認および意見聴取を実施 

・評価者数：計１５名 

 保護者代表 ６名 

 地域関係者 ３名 

 教職員 ６名 

 その他学校関係者 １名 

・評価内容：各学習等支援施設における施設環境、学習支援、生徒支援、生活指導、保護者対応、本校との

連携状況について、自己評価結果の妥当性、成果と課題、今後の改善方針を確認した。 

 

【代々木キャンパス】 

代々木キャンパスでは、令和７年度に生徒の在籍があり、学習等支援施設として継続的な活動実績が確認さ

れた。生徒一人当たりの学習スペース、採光・通風・換気等の環境、教室・トイレ・共用部分の清掃、学習

資料や教科書関連図書の整備については、いずれも良好に運営されている。通信制課程の仕組み、単位修得

や卒業要件についても生徒に適切に説明されており、学習進捗の把握、添削課題の提出指導、面接指導・視

聴票提出への支援も適切に行われている。 

また、本校のいじめ防止基本方針に基づく未然防止、個人情報保護、保護者との情報共有、本校との書類・

提出物に関する連携についても、おおむね適切に実施されている。一方で、防災・防犯体制、災害を想定し

た防災教育や交通安全指導、校外学習・体験学習の機会については、今後さらに充実を図る余地がある。 

今後は、避難経路や緊急時対応の確認、防災教育・交通安全指導の実施記録の整備を進めるとともに、都市

部の特色を生かした校外学習や体験活動の機会を計画的に設ける。学習支援については現在の水準を維持し

つつ、生徒一人ひとりの状況に応じた個別支援を継続する。 

 

【立川キャンパス】 

立川キャンパスでは、令和７年度に生徒の在籍があり、学習等支援施設としての活動実績が確認された。施

設環境、清掃状況、学習資料の整備、適切な看板表記や入学相談時の説明、通信制課程の仕組みに関する生

徒理解について、良好な運営が行われている。学習進捗の把握、添削課題の提出管理、面接指導や視聴票提

出に向けた支援、理解度向上のための復習指導についても適切に実施されている。 

校外学習・体験学習については、評価上も十分に実施されており、生徒が多様な経験を得る機会が確保され

ている点は成果である。一方で、防災・防犯体制および防災教育・交通安全指導については、概ね実施され

ているものの、より具体的な実施記録や定期的な確認の充実が望まれる。 

今後は、現在実施している体験活動を継続しながら、防災・防犯体制の見直し、避難訓練や交通安全指導の

計画的な実施を進める。また、学習面・生活面ともに本校との情報共有を継続し、生徒が安心して学習でき

る環境を維持する。 

 

【横浜キャンパス】 

横浜キャンパスでは、令和７年度に生徒の在籍があり、学習等支援施設としての活動が確認された。生徒が

学習に集中できる施設環境、清掃状況、学習資料の整備、通信制課程に関する説明、単位修得や卒業要件の

理解促進については、適切に運営されている。学習進捗の把握、添削課題の理解度向上、提出期限の管理、

面接指導や視聴票提出への支援についても、計画的に行われている。 



いじめの未然防止、生活習慣や自主的・自律的な行動に関する指導、個人情報保護、保護者対応、本校との

連携についても適切に実施されている。一方で、防災・防犯体制、防災教育・交通安全指導、校外学習・体

験学習の機会については、さらに充実を図る必要がある。 

今後は、生徒の安心・安全を確保するため、緊急時対応の確認や防災教育の実施を継続する。また、横浜と

いう地域特性を生かし、進路学習、文化施設見学、地域理解につながる体験活動を計画的に取り入れること

で、生徒の多様な経験の機会を広げる。 

 

【大宮キャンパス】 

大宮キャンパスでは、令和７年度に生徒の在籍があり、学習等支援施設としての活動実績が確認された。施

設環境、清掃、学習資料の整備、適切な説明、通信制課程の仕組みの理解促進については、良好に運営され

ている。学習進捗の把握、添削課題の提出指導、面接指導・視聴票提出に向けた支援、復習を通した理解度

向上についても、適切に行われている。 

保護者との情報共有、相談や要望への対応、本校との書類配布・提出物管理に関する協力体制も整ってい

る。一方で、防災・防犯体制、防災教育・交通安全指導、校外学習・体験学習の機会については、今後さら

に具体的な取組が求められる。 

今後は、避難訓練や防災教育、交通安全指導の年間計画への位置づけを明確にし、実施状況を記録する。あ

わせて、地域資源を活用した体験学習や進路に関わる活動を増やし、生徒が学校外での経験を通じて社会性

を育める機会を充実させる。 

 

【千葉キャンパス】 

千葉キャンパスでは、令和７年度に生徒の在籍があり、学習等支援施設としての活動実績が確認された。施

設環境、清掃、学習資料の整備、通信制課程の仕組みや単位修得・卒業要件の説明、学習進捗の把握、添削

課題の提出支援、面接指導・視聴票提出への支援について、良好な運営が行われている。 

また、防災教育や交通安全指導、校外学習・体験学習の機会についても高い評価となっており、生徒の安

心・安全への配慮と、多様な体験の機会が確保されている点は成果である。一方で、緊急時における防災・

防犯体制については、概ね整えられているものの、より確実な運用と定期的な確認が必要である。 

今後は、現在の体験活動や防災教育を継続しつつ、緊急時対応マニュアルの確認、避難経路の周知、職員間

の役割分担の明確化を進める。学習支援や保護者対応については、現在の水準を維持し、生徒が安心して通

える環境づくりを継続する。 

 

【博多キャンパス】 

博多キャンパスでは、令和７年度に生徒の在籍があり、学習等支援施設としての活動実績が確認された。施

設環境、清掃、学習資料の整備、通信制課程に関する説明、生徒の学習進捗把握、添削課題の提出管理、面

接指導・視聴票提出への支援については、適切に運営されている。 

いじめ防止、生活習慣や社会性に関する指導、個人情報保護、職員研修、保護者との情報共有、本校との連

携についても良好である。一方で、防災・防犯体制、防災教育・交通安全指導、校外学習・体験学習につい

ては、概ね実施されているものの、さらなる充実が必要である。 

今後は、博多という交通利便性の高い地域特性を生かし、進路学習、職業理解、地域理解につながる体験活

動を計画的に実施する。また、防災教育や交通安全指導について、実施内容を明確に記録し、継続的に改善

を図る。 

 

【福岡西キャンパス】 

福岡西キャンパスでは、令和７年度に生徒の在籍があり、学習等支援施設としての活動実績が確認された。

施設環境、清掃、学習資料の整備、適切な看板表記や入学相談時の説明、通信制課程の仕組みの理解促進、

学習進捗の把握、添削課題の提出指導、面接指導・視聴票提出への支援について、適切な運営が行われてい

る。 



校外学習・体験学習については評価が高く、生徒が多様な経験を得る機会が確保されている。いじめ防止、

生活指導、個人情報保護、保護者対応、本校との連携についても良好である。一方で、防災・防犯体制、防

災教育・交通安全指導については、概ね実施されているものの、より具体的な取組の記録と継続的な確認が

求められる。 

今後は、現在の体験活動を継続しながら、防災教育・交通安全指導の年間計画化と実施記録の整備を進め

る。また、学習支援と生活支援を一体的に行い、生徒が安心して学習を継続できる環境を維持する。 

 

【小倉キャンパス】 

小倉キャンパスでは、令和７年度に生徒の在籍があり、学習等支援施設としての活動実績が確認された。施

設環境、清掃、学習資料の整備、通信制課程の仕組みに関する説明、単位修得や卒業要件の理解促進、学習

進捗の把握、添削課題の提出管理、面接指導・視聴票提出への支援について、良好な運営が行われている。 

また、いじめ防止、生活習慣や社会性に関する指導、個人情報保護、職員研修、保護者対応、本校との連携

についても適切に実施されている。一方で、防災・防犯体制、防災教育・交通安全指導、校外学習・体験学

習の機会については、さらなる充実が必要である。 

今後は、防災・防犯体制の確認、避難経路や緊急時対応の周知を行うとともに、防災教育や交通安全指導を

計画的に実施する。また、地域の特色を生かした体験学習や進路学習の機会を増やし、生徒の社会性や進路

意識の向上につなげる。 

 

【熊本キャンパス】 

熊本キャンパスでは、令和７年度に生徒の在籍があり、学習等支援施設としての活動実績が確認された。施

設環境、清掃、学習資料の整備、適切な説明、通信制課程の仕組みに関する理解促進、学習進捗の把握、添

削課題の提出指導、面接指導・視聴票提出への支援について、良好に運営されている。 

防災教育や交通安全指導については高い評価となっており、生徒の安全意識を高める取組が行われている点

は成果である。一方で、緊急時における防災・防犯体制、校外学習・体験学習の機会については、さらに充

実を図る余地がある。 

今後は、防災教育・交通安全指導の取組を継続しつつ、緊急時対応の実効性をさらに高める。また、熊本地

域の特色を生かした体験活動や地域理解の機会を計画的に設定し、生徒が多様な経験を通して学べる環境を

整える。 

 

【くまもと学院】 

くまもと学院では、令和７年度に生徒の在籍があり、学習等支援施設としての活動実績が確認された。施設

環境、清掃、学習資料の整備、通信制課程の仕組みに関する説明、単位修得や卒業要件の理解促進、学習進

捗の把握、添削課題の提出管理、面接指導・視聴票提出への支援について、適切に運営されている。 

いじめ防止、生活指導、個人情報保護、職員研修、保護者との情報共有、本校との連携についても良好であ

る。一方で、防災・防犯体制、防災教育・交通安全指導、校外学習・体験学習の機会については、今後さら

に充実を図る必要がある。 

今後は、防災・防犯体制の確認と、防災教育・交通安全指導の計画的な実施を進める。あわせて、地域の特

色を生かした体験活動や進路につながる学習機会を増やし、生徒が安心して学びながら社会性を育める環境

を整える。 

 

【名古屋キャンパス】 

名古屋キャンパスでは、令和７年度に生徒の在籍があり、学習等支援施設としての活動実績が確認された。

施設環境、清掃、学習資料の整備、適切な説明、通信制課程の仕組みに関する理解促進、学習進捗の把握、

添削課題の提出指導、面接指導・視聴票提出への支援について、良好に運営されている。 

また、いじめ防止、生活習慣や社会性に関する指導、個人情報保護、職員研修、保護者対応、本校との書類

配布・提出物管理に関する連携についても適切に実施されている。一方で、防災・防犯体制、防災教育・交

通安全指導、校外学習・体験学習の機会については、今後さらに具体的な取組が必要である。 



今後は、防災・防犯体制の確認、避難訓練や交通安全指導の実施記録の整備を進める。また、名古屋地域の

特色を生かし、進路学習、文化施設見学、職業理解につながる活動を計画的に実施し、生徒の学習意欲や社

会性の向上につなげる。 

 

【全体のまとめ】 

各学習等支援施設では、施設環境、学習支援、添削課題の提出指導、面接指導・視聴票提出への支援、いじ

め防止、個人情報保護、保護者対応、本校との連携について、おおむね良好な運営が行われていることが確

認された。 

一方で、多くの施設に共通する課題として、防災・防犯体制のさらなる充実、防災教育・交通安全指導の計

画的実施、校外学習・体験学習の機会拡充が挙げられる。今後は、各施設の実情や地域特性を踏まえなが

ら、緊急時対応の確認、実施記録の整備、地域資源を活用した活動の充実を進める。 

本校は、各学習等支援施設と連携し、生徒一人ひとりの学習状況、生活状況、進路希望等を適切に把握しな

がら、通信制高校としての教育の質の向上に努める。 

 


